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展
示
作
品
・
資
料

本
展
に
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
、こ
れ
ま
で
朴
が
携
わ
っ
て
き
た
多

く
の
仏
画
の
保
存
・
修
復
の
機
会
に
際
し
、技
法
・
材
料
の
実
験
を
兼
ね
て

制
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。同
じ
紙
を
藍
で
染
め
る
に
あ
た
っ
て
、刷
毛
染

め
と
浸
け
染
め
の
違
い
や
、染
め
重
ね
る
回
数
に
よ
る
違
い
を
確
か
め
る

た
め
。藍
だ
け
で
染
め
た
も
の
と
紅
を
混
ぜ
た
も
の
に
よ
る
色
合
い
の
出

方
を
確
か
め
る
た
め
。番
手
の
違
う
天
然
岩
絵
具
の
扱
い
に
慣
れ
る
た
め
。

絵
具
を
塗
る
際
の
回
数
に
よ
り
乾
く
ス
ピ
ー
ド
を
確
か
め
る
た
め
。絹
と

紙
の
特
性
の
違
い
を
知
る
た
め
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朴
自
身
の
研
究
・
修

練
の
た
め
で
あ
る
と
と
も
に
、技
法
・
材
料
研
究
の
貴
重
な
サ
ン
プ
ル
で
あ

り
、ま
た
後
進
の
人
材
を
指
導
す
る
機
会
に
は
重
要
な
教
材
と
も
な
る
。

こ
う
し
て
朴
は
自
身
が
描
き
た
い
・
挑
戦
し
た
い
絵
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

往
時
の
絵
描
き
の
技
術
や
想
い
を
知
る
と
と
も
に
、そ
の
実
体
験
や
知
識

を
実
証
資
料
と
と
も
に
後
進
に
伝
え
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

『
妙
法
蓮
華
経
』『
法
華
経
』（
ほ
け
き
ょ
う
、ほ
っ
け
き
ょ
う
）は
、大
乗
仏
教
の
初
期
に

成
立
し
た
代
表
的
な
経
典
で
あ
り
、誰
も
が
平
等
に
成
仏
で
き
る
と
い
う
仏
教
思
想

が
説
か
れ
た
も
の
。本
作
は
ク
ヌ
ギ・
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
集
め
、皮
を
煮
出
し
た
染
液

で
美
濃
紙
を
刷
毛
染
め
し
た
褐
紙
を
使
用
し
て
い
る
。│

07 

大
方
広
仏
華
厳
経 

行
願
品
神
衆
合（
高
麗
時
代
・
一
三
五
〇
年
） 

模
写

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
五 

・ 

七 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

八
三 

・ 

五
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染　

紅
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

紙
を
藍
で
染
め
る
紺
紙
の
濃
度
の
変
化
を
見
る
た
め
、作
品
の
左
半
分
は
藍
の
み
、

右
半
分
は
藍
と
紅
に
よ
っ
て
染
め
ら
れ
て
い
る
。│

08 

大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品
五
三
善
知
識（
高
麗
時
代
・
一
三
五
〇
年
） 

 

部
分
模
写

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
九 

・ 

九 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七
二 

・ 

八
㎝

（
右
か
ら
）

毘
盧
遮
那
佛 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
磨
純
金
泥﹇
堀
金
﹈、紫
紺
）

普
賢
菩
薩
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
磨
純
金
泥﹇
堀
金
﹈、藍
染
）

文
殊
師
利
童
子
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、蘇
芳
）

弥
伽
長
者
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
１
号
特﹇
堀
金
﹈、紫
紺
）

観
自
在
菩
薩
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
１
号
特﹇
堀
金
﹈、藍
染
）

大
天
神
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、ど
ん
ぐ
り
刷
毛
染
）

摩
耶
仏
母
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、紫
紺
）

弥
勒
菩
薩
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、藍
染
）

善
財
童
子
上
根
人 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、蘇
芳
）

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
の「
大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品 

五
三
善
知
識
」の
模

写
。『
華
厳
経
』の
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る「
入
法
界
品
」に
は
、善
財
童
子
が
文
殊

菩
薩
に
促
さ
れ
て
悟
り
を
求
め
る
旅
に
出
発
し
、五
三
人
の
仏
道
の
仲
間
・
師
を
訪

ね
て
回
り
、最
後
に
普
賢
菩
薩
の
元
で
悟
り
を
得
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

善
財
童
子
が
訪
ね
た
第
一
番
目
の
善
知
識
は
文
殊
菩
薩
で
あ
り
、そ
の
後
、菩
薩
・
比

丘
・
比
丘
尼
・
長
者
・
良
医
・
優
婆
夷
・
仙
人
・
婆
羅
門
・
国
王
・
夜
天
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
善
知
識
に
出
会
い
第
五
三
番
目
が
弥
勒
菩
薩
、第
五
四
番
目
に
再
び
文
殊
菩
薩
そ

し
て
最
後
に
五
五
番
目
に
普
賢
菩
薩
の
元
で
悟
り
を
得
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
蘇
芳
や
紫
紺
に
よ
る
発
色
や
、藍
の
状
態
の
違
い
や
浸
染
の
回
数
に
よ
る

変
化
を
見
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
法
や
材
料
で
制
作
さ
れ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ

と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。

【
蘇
芳（
す
お
う
）】　
赤
紫
色
系
染
料
。マ
メ
科
の
小
高
木
で
、木
芯
部
分
か
ら
染
料
成
分
と

な
る
ブ
ラ
ジ
レ
イ
ン
が
採
れ
る
。絹
や
麻
布
、和
紙
、木
製
品
な
ど
の
染
色
に
使
用
さ
れ
、染

液
に
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
加
え
る
と
赤
く
発
色
し
、し
ば
ら
く
お
く
と
沈
殿
す
る
。江
戸
時
代
で

は
こ
れ
を
臙
脂（
え
ん
じ
）の
一
種
と
し
て
い
る
。│

09 

大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品（
高
麗
時
代
・
一
三
五
〇
年
） 

模
写

二
〇
二
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
八 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

六
九 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

10 

廣
徳
寺 

阿
弥
陀
如
来
仏（
忠
清
南
道 

天
安
市 

廣
徳
寺
所
蔵
・
朝
鮮
時
代
・一
七
四
一
年
） 

 

現
状
模
写

二
〇
〇
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
一
六 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
九
四
㎝

〔
絵
〕手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈　
〔
裏
打
〕美
濃
紙

天
然
岩
絵
具
、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

韓
国
・
忠
清
南
道
天
安
市
東
南
区
に
あ
る
廣
徳
寺
は
、新
羅
の
善
徳
女
王
の
時
代
・
六

三
七
年
に
慈
蔵
津
師
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
。こ
の
三
世
仏
幀『
阿
弥
陀
如
来
図
』の

│
01 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

十
五 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
〇 

・ 

八
㎝

藍
絵
具
刷
毛
染　

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

藍
染
し
た
美
濃
紙
に
描
か
れ
た
金
泥
の
線
は
、描
い
た
後
か
ら
メ
ノ
ウ
を
先
端
に
つ
け

た
棒
で
な
ぞ
り
、磨
く
こ
と
で
、本
来
の
金
の
光
沢
が
際
立
た
さ
せ
て
い
る
。

【
紺
紙（
こ
ん
し
）】　
藍(

あ
い)

で
染
め
た
紙
。

【
金
泥
・
銀
泥（
き
ん
で
い・
ぎ
ん
で
い
）と
は
、純
粋
に
限
り
な
く
近
い
金
箔
・
銀
箔
を
粉
末

状
に
し
て
膠
水
で
溶
か
し
た
絵
具
の
こ
と
。ほ
か
に
プ
ラ
チ
ナ
を
用
い
た
白
金
泥
な
ど
も

あ
る
。│

02 

観
音
菩
薩

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
〇 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
〇
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

03 

大
方
広
仏
華
厳
経 

貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図（
高
麗
時
代
・
一
三
三
七
年
）

 

復
元
模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
三 

・ 

四 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七
〇
㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈

「
大
方
広
仏
華
厳
経
」（
だ
い
ほ
う
こ
う
ぶ
つ
け
ご
ん
き
ょ
う
）は
華
厳
経
の
正
式
名
称

で
、す
べ
て
の
も
の
が
毘
慮
遮
那
仏（
び
る
し
ゃ
な
ぶ
つ
）か
ら
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
大

乗
仏
教
経
典
の
ひ
と
つ
。

｢

経
絵｣

と
は
経
典
の
見
返
し
や
本
文
に
描
か
れ
、そ
の
内
容
を
絵
解
き
す
る
絵
画
。

特
に
経
巻
の
巻
頭
に
描
か
れ
た
も
の
を｢

見
返
絵（
み
か
え
し
え
）｣

と
言
う
。

釈
迦
の
死
後
そ
の
弟
子
が
仏
法
を
広
く
伝
播
す
る
た
め
に
釈
迦
の
教
え
を
書
き
写

し
た
写
経
は
イ
ン
ド
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
、以
後
、仏
教
が
広
ま
っ
た
あ
ら
ゆ
る
地
域

で
行
な
わ
れ
、中
国
を
経
て
韓
国
、日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。仏
教
の
教
え
を
広
め
て

い
く
上
で
、写
経
の
持
つ
意
義
は
大
き
か
っ
た
が
、写
経
を
行
う
こ
と
自
体
が
、あ
た

か
も
伽
藍
や
仏
像
を
飾
る
よ
う
に
、荘
厳
供
養
す
る
信
仰
の
活
動
で
あ
る
と
さ
れ
る

側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、墨
書
よ
り
荘
厳
さ
が
増
す
金
泥
や
銀
泥
で
筆

写
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、そ
の
金
色
と
銀
色
を
よ
り
引
き
立
て
て
見

せ
る
た
め
に
、そ
の
基
底
材
に
白
紙
よ
り
高
価
な
紺
紙（
お
も
に
藍
）、紫
紙（
お
も
に

紫
根
な
ど
）、褐
紙（
お
も
に
ド
ン
グ
リ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
）と
い
っ
た
の
染
色
紙
が
使
用

さ
れ
豪
華
版
の
装
飾
経
が
統
一
新
羅
と
高
麗
時
代
を
通
じ
て
流
行
し
た
。│

04 

普
賢
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
二 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
五 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥﹇
堀
金
﹈│

05 

文
殊
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
二 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
五 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥﹇
堀
金
﹈│

06 

妙
法
連
華
経 

第
一（
高
麗
時
代
・
十
四
世
紀
末
） 

模
写

二
〇
一
七
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
四 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

六
一
㎝

褐
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、ク
ヌ
ギ
・
ド
ン
グ
リ
刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
韓
国
東
洋
金
箔
﹈

発
願
文
等
の
画
記
に
よ
る
と
、朝
鮮
時
代
・一
七
四
一
年
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。三
世
仏
は
、釈
迦
牟
尼
・
薬
師
瑠
璃
光
仏
・
阿
弥
陀
仏
を
意
味
す
る
も
の
で
、｢

東

方
・
中
央
・
西
方｣

を
象
徴
し
て
い
る
。三
世
仏
は
一
幅
に
描
く
こ
と
も
あ
る
が
、こ
の 

廣
徳
寺
大
雄
殿
三
世
仏
幀
の
よ
う
に
三
幅
に
分
け
て
描
く
こ
と
も
あ
る
。本
作
は
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
約
二
年
半
の
歳
月
を
か
け
て『
阿
弥
陀
如
来
図
』を
模
写
し
た
も

の
で
、サ
イ
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、画
面
の
剥
落
な
ど
の
状
態
ま
で
模
写
さ
れ
て
い
る
。

│
11 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
七
年
） 

龍
女 

部
分
模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
二 

・ 

三 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
三 

・ 

五
㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂

綿
、鉛
白
な
ど│

12 

修
道
寺 

盧
遮
那
仏
掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
七
〇
四
年
） 

模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

六
〇 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
八
㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、

群
青
、辰
砂
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、臙
脂
綿
、鉛
白
な
ど

【
辰
砂（
し
ん
し
ゃ
）】　

赤
色
系
顔
料
。朱
沙
、朱
砂
、丹
砂
、丹
朱
と
も
い
う
。古
く
は
天
然

の
純
度
の
高
い
辰
砂
鉱
を
砕
い
て
作
っ
て
い
た
が
、現
在
は
主
に
人
工
的
に
結
晶
化
し
た
硫

化
水
銀
を
粉
砕
し
て
顔
料
に
し
て
い
る
。成
分
は
朱
と
同
じ
で
あ
る
が
辰
砂
は
岩
石
を
粉

砕
し
て
つ
く
る
た
め
粒
子
が
あ
り
、色
味
に
違
い
が
あ
る
。使
用
す
る
と
き
は
皿
に
焼
き
付

け
て
か
ら
溶
き
下
ろ
す
。

【
代
赭（
た
い
し
ゃ
）】　
赤
茶
色
系
の
顔
料
。古
く
は
天
然
鉱
物
の
赤
鉄
鉱（
ヘ
マ
タ
イ
ト
）を

砕
い
て
つ
く
っ
て
い
た
。弁
柄（
べ
ん
が
ら
）と
同
義
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

【
臙
脂
綿（
え
ん
じ
わ
た
）】　

ア
ジ
ア
の
南
方
地
方
に
生
息
す
る
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

分
泌
物
よ
り
抽
出
し
た
色
素
を
顔
料
化
し
て
綿
に
染
み
込
ま
せ
た
も
の
で
、生
臙
脂（
き
え

ん
じ
）と
も
い
う
。日
本
に
は
奈
良
時
代
頃
か
ら
輸
入
さ
れ
、昭
和
初
期
に
は
友
禅
染
や
紅

型（
び
ん
が
た
）染
に
も
用
い
ら
れ
た
。古
来
の
製
造
法
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、貴
重
な
色

料
。

│
13 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
七
年
） 

龍
王 

部
分
模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
一 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
三 

・ 

五
㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙

脂
綿
、鉛
白
な
ど│

14 

釈
迦
三
尊
図 

文
殊
菩
薩（
部
分
）（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
四
年
） 

復
元
模
写

 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵
・
韓
国

二
〇
一
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四
四 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
二
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥
24
Ｋ﹇
東
洋
金
箔
﹈、膠
、天
然
岩
絵
具
、緑
青
、鎌
倉
朱
、胡
粉
、代
赭
、茶

緑
、金
24
Ｋ
、墨
、藍
、臙
脂
綿
な
ど

│
15 

釈
迦
三
尊
図 

釈
迦
如
来（
部
分
）（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
四
年
） 

復
元
模
写

 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵
・
韓
国

二
〇
一
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四
四 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

八
二
・
五
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

膠
、天
然
岩
絵
具
、緑
青
、鎌
倉
朱
、胡
粉
、代
赭
、茶
緑
、金
24
Ｋ
、墨
、藍
、臙

脂
綿
な
ど│

16 

釈
迦
三
尊
図 

普
賢
菩
薩（
部
分
）（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
四
年
） 

復
元
模
写

 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵
・
韓
国

二
〇
一
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四
四 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
二
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

膠
、天
然
岩
絵
具
、緑
青
、鎌
倉
朱
、胡
粉
、代
赭
、金
24
Ｋ
、墨
、藍
、臙
脂
綿
な
ど

│
17 

松
廣
寺 

華
厳
経
変
相
図（
朝
鮮
時
代
・一
七
七
〇
年
） 

部
分
模
写

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

四
〇 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
九
㎝

韓
国
の
手
織
絹﹇
韓
国
伝
統
大
学
﹈

藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈（
辰
砂
、白
禄
、緑
青
、

白
群
、群
青
な
ど
）、臙
脂
綿
、丹
、藍
絵
具
、胡
粉
、膠
、墨│

18 

丹
青 

文
様

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
七 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

五
〇 

・ 

八
㎝

美
濃
紙
・
藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈

【
丹
青（
た
ん
せ
い
）】　

古
く
か
ら
伝
わ
る
様
々
な
縁
起
の
良
い
文
様
。青
・
赤
・
黄
色
・
白
・

黒
な
ど
５
色
を
基
本
と
し
た
装
飾
美
術
で
、建
築
物
や
仏
画
な
ど
に
描
か
れ
て
る
。

│
19 

竹
林
寺 

世
尊
掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
六
二
二
年
） 

復
元
模
写

二
〇
一
七
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

九
八 

・ 

二 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

五
四
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈（
緑
青
、群

青
、辰
砂
な
ど
）、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、鬱
金
、墨
、臙
脂
綿
、鉛
白
、な
ど

全
羅
南
道・羅
州
市
に
あ
る
縦 

五
一
四×

横 

二
七
五
㎝
に
お
よ
ぶ
掛
仏（
法
会
を
お
こ

な
う
た
め
屋
外
に
掛
け
て
用
い
る
仏
画
）を
お
よ
そ
二
五
％
ほ
ど
に
縮
小
し
た
復
元
模

写
。竹
林
寺
掛
仏
は
、韓
国
に
現
存
す
る
七
〇
数
点
の
掛
仏
の
中
で
最
も
古
い
掛
仏
。

│
20 

法
隆
寺
金
堂
壁
画『
六
号
観
音
部
分
図
』 

模
写

二
〇
二
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

五
三 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

三
九 

・ 

五
㎝

美
濃
紙

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈（
緑
青
、群
青
）、胡
粉
、墨
、古
代
朱
、鎌
倉
朱
、膠
な
ど

一
九
四
九
年
に
火
災
に
よ
り
焼
損
し
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
。本
作
は
そ
の
前
年
の

一
九
四
八
年
に
制
作
さ
れ
た
林
司
馬
氏
に
よ
る
模
写
を
、一
九
六
九
年
に
大
野
俊

明
氏
が
模
写
し
た
も
の
を
さ
ら
に
二
〇
二
一
年
に
朴
が
模
写
し
た
も
の
。

│
21 

平
治
物
語
絵
巻 

六
波
羅
行
幸
巻（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
） 

部
分
模
写

二
〇
〇
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

四
一 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
六
六
㎝

美
濃
紙

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
、鎌
倉
朱
、丹
な
ど
。

『
平
治
物
語
』は
、保
元
の
乱（
一
一
五
六
年
）に
戦
功
の
あ
っ
た
源
義
朝
と
平
清
盛

と
の
勢
力
争
い
に
、藤
原
信
頼
と
藤
原
通
憲（
信
西
）と
の
抗
争
が
か
ら
ん
だ
平
治

の
乱（
一
一
五
九
年
）を
叙
述
す
る
。「
六
波
羅
行
幸
巻
」は
、内
裏
に
幽
閉
さ
れ
た

二
条
天
皇
が
脱
出
を
図
り
、清
盛
の
六
波
羅
邸
に
逃
れ
る
場
面
。

│
① 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
五 

・ 

二 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
〇 

・ 

四
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　
浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

② 

弥
勒
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
五 

・ 

二 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
〇 

・ 

四
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　
浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

③ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四 

・ 

三 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

九
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

④ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
七 

・ 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
二 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　
浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑤ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
七 

・ 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
二 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈　

蘇
芳
染　
浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
）﹇
堀
金
﹈│

⑥ 

弥
勒
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七 

・ 

五
㎝

紫
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑦ 

普
賢
菩
薩
・
文
殊
菩
薩 

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七 

・ 

五
㎝

紫
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑧ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
七 

・ 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
二 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑨ 

丹
青 

文
様

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

十
一 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

十
一
㎝

美
濃
紙
・
藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈│

⑩ 

丹
青 

文
様

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

十
一 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

十
一
㎝

美
濃
紙
・
藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈

展
覧
会
に
つ
い
て

二
〇
一
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
韓
国
全
羅
南
道
松
廣
寺﹁
華
嚴
經
變
相
圖︵
国

宝
３
１
４
号
︶の
模
写
事
業
を
進
め
る
若
き
ス
タ
ッ
フ
達
に
︑模
写
技
法
や

材
料
等
の
指
導
・
助
言
に
当
た
る
機
会
を
得
た
︒ 

し
か
し
︑コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
こ
れ
ま
で
容
易
に
往
き
来
で
き
た
韓
国
が
︑思
い
の
ほ
か
遠
い
存
在
と

な
っ
た
︒

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
︑長
い
年
月
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
や
︑そ
れ

を
支
え
る
技
術
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た

が
︑幸
い
に
も
何
と
か
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
︒

そ
し
て
︑こ
の
希
有
な
経
験
は
︑私
自
身
が
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
え
る
の
か
︑あ
ら
た
め
て
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
︒

本
展
で
は
︑文
化
を﹁
伝
え
る
﹂こ
と
の
難
し
さ
や
意
味
に
つ
い
て
︑自
問
自

答
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
今
回
の
模
写
事
業
に
関
わ
る
作
品
等
を
中
心
に

展
示
い
た
し
ま
す
︒

朴
　
善
化
　

略
歴

朴 

善
化 Park Sunhw

a

| 
略
歴
・
研
究
業
績 | 

二
〇
〇
〇 
京
都
市
立
芸
術
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）入
学

二
〇
〇
二 
同
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）修
了

二
〇
〇
三 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

入
学

二
〇
〇
五 

同
大
学 
美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

修
了

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

入
学

二
〇
〇
九 

同
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

修
了 

博
士
号
取
得

二
〇
一
三 

京
都
市
立
芸
術
大
学
　
美
術
研
究
科
　
特
任
研
究
員

| 

展
覧
会 | 

二
〇
二
〇 

個
展「
結
ぶ
」（G
allery PARC 

─ 
京
都
）

二
〇
一
九 

個
展「
廻
・
め
ぐ
る
　
朴
善
化
」（
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

─ 

京
都
）　

二
〇
一
八 

個
展「
想
い
　
朴
善
化
」（G

allery PARC 
─ 
京
都
）

二
〇
一
七 

ART FAIR SAPPO
RO
 （CRO

SS H
O
TEL SAPPO

RO
 

─ 

札
幌
）

　  -

　 

時
・
시
간   

朴
善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ 
─ 

京
都
）

二
〇
一
六 

同
時
代･

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
─
開
廊
二
〇
周
年
記
念 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

）

　  -

　 

風･

바
람 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
五 

紡
ぐ （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

　  -

　 

神
戸
ア
ー
ト
マ
ル
シ
ェ･2016 （
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル 

─ 

神
戸
）

　  -

　 
ART BU

SAN
･2016 （ART BU

SAN
 

─ 

韓
国
）

二
〇
一
四 

個
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）　

二
〇
一
三 

ARTSH
O
W

釜
山･2014

年 （ARTSH
O
W

釜
山 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

継
・
전
승 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
二 

藍
の
会 

展 （
津
田
画
廊 

─ 

京
都
）

二
〇
一
一 

記
憶
　
朴 

善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
〇
九 

企
画
展 〔
も
の
〕〔
こ
と
〕〔
わ
ざ
〕の
眞 / 

또
다
른 

眞 

模
写
作
品
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
ソ
ウ
ル
佛
教
中
央
博
物
館 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
通
度
寺
博
物
館 

─ 

韓
国
）

二
〇
〇
二 

ア
ル
ン
展 （
京
都
市
立
美
術
館 

─ 

京
都
）

| 

受
賞
歴 | 

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
同
窓
会
賞
）　『
楊
柳
観
音
図
』「
水
月
観
音
図
」（
大
和
文
華
館

所
蔵
）模
写

二
〇
〇
四 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
奨
励
賞
）　『
五
色
鸚
鵡
図
巻
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）模
写

| 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン | 

二
〇
二
〇 

順
天
市 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
　『
松
廣
寺 

国
宝 

第
３
１
４
号 

華
厳
経
変
相
図
』模
写

　  -

　 

山
下
建
設
株
式
会
社
　『
大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品 

五
三
善
知
識
』模
写
・『
牡
丹
図
』

二
〇
一
九 

堀
金
箔
粉
株
式
会
社
　『
大
方
広
仏
華
厳
経
第
四
〇
』復
元
模
写

二
〇
一
八 

株
式
会
社
グ
ラ
ン
マ
ー
ブ
ル
　『
大
方
廣
佛
華
厳
経
　
世
主
妙
厳
品
　
五
三
善
知
識 

』 ・ 『
世

主
妙
厳
品 

変
相
図
　
模
写 

』 ・ 『
妙
法
連
華
経
巻
第
一
　
部
分
模
写
』 

　  -

　 

京
都
王
藝
際
美
術
館
　
文
殊
菩
薩･

普
賢
菩
薩

二
〇
一
七 

順
天
市 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
　『
松
廣
寺 

十
六
祖
師
眞
影
』模
写

二
〇
一
三 

向
日
市 

向
日
神
社
　『
雲
龍
図
』

二
〇
〇
九 

韓
国
ソ
ウ
ル 

佛
教
中
央
博
物
館 『
紺
紙
銀
泥
不
空
羂
索
神
変
真
言
経 

巻
十
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
八 

韓
国 

廣
徳
寺
　『
白
紙
墨
書
妙
法
蓮
華
経
　
巻
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
五 

株
式
会
社
・
京
都
銀
行
　『
紺
紙
銀
泥
大
方
広
仏
華
厳
経
貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図
』模
写

　
朴 

善
化︵
ぱ
く
・
そ
な
︶は
︑
二
〇
〇
〇
年
に
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
研

究
科
修
士
課
程
研
究
留
学
生
と
し
て
来
日
︑
二
〇
〇
五
年
同
美
術
研
究
科

修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻
修
了
︑二
〇
〇
九
年
同
博
士
課
程
美
術
専
攻︵
保

存
修
復
︶領
域
修
了
︑
以
後
も
お
も
に
日
本
・
韓
国
で
仏
教
絵
画
の
制
作
・

保
存
修
復
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
︒

　
仏
教
の
教
義
や
思
想
・
世
界
観
を
物
語
る
︑
あ
る
い
は
信
仰
の
場
に
お

い
て
人
々
が
祈
り
や
想
い
を
捧
げ
る
対
象
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
仏
教
絵

画
は
︑貴
重
な
素
材
や
高
い
技
術
が
用
い
ら
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
︒し

か
し
膠
を
は
じ
め
︑顔
料
や
紙
や
布
な
ど
の
自
然
由
来
の
材
料
の
多
く
は
︑

そ
の
物
質
的
な
性
質
か
ら
経
年
変
化
す
る
も
の
で
も
あ
り
︑仏
教
絵
画
は
︑

そ
こ
に
託
さ
れ
た
祈
り
や
想
い
を
永
く
未
来
に
伝
え
・
残
す
た
め
︑﹁
表
現

す
る
技
術
﹂の
み
な
ら
ず
︑保
存
・
修
復
に
よ
る﹁
残
す
技
術
﹂と
と
も
に
発

展
し
て
き
た
と
も
い
え
ま
す
︒つ
ま
り
︑永
い
歴
史
の
中
で
表
現
と
し
て
深

め
ら
れ
た
仏
教
絵
画
は
︑
同
時
に
高
め
ら
れ
て
き
た
保
存
・
修
復
の
技
術

に
よ
っ
て
現
在
に
ま
で
そ
の
姿
を
と
ど
め
︑
今
と
往
時
の
人
々
の
想
い
を

結
ぶ
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
︒

　
朴
は
韓
国
高
麗
時
代
か
ら
朝
鮮
時
代
に
至
る
仏
教
絵
画
の
模
写
に
取
り

組
む
な
か
で
︑
描
画
技
法
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
︑
和
紙
や
藍
な
ど
の
素

材
︑
保
存
・
修
復
の
技
術
や
社
会
で
果
た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
熱
意
を

持
っ
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
︒朴
は
︑
か
つ
て
描
か
れ
た
線
を
筆
で
辿
り
︑

往
時
の
材
料
や
技
術
を
知
る
な
か
で
︑
描
い
た
人
や
そ
の
表
現
だ
け
で
は

な
く
︑絵
や
素
材
に
託
さ
れ
た
多
く
の
人
の
想
い
を
受
け
取
り
︑共
有
し
よ

う
と
し
て
い
る
自
分
に
気
付
く
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
︒

　
二
〇
一
八
年
の
個
展﹃
想
い
﹄︑二
〇
二
〇
年
の
個
展﹃
結
ぶ
﹄に
続
き
︑お

よ
そ
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
本
展﹃
伝
え
る
﹄は
︑
二
〇
一
八
年
以
降
に

朴
が
制
作
し
た
お
よ
そ
三
〇
点
あ
ま
り
の
作
品
に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
︒

こ
こ
に
は
二
〇
一
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
韓
国
全
羅
南
道
松
廣
寺
﹁
華
嚴
經

變
相
圖
︵
国
宝
３
１
４
号
︶﹂
の
模
写
事
業
の
指
導
・
助
言
に
当
た
る
こ
と

と
な
っ
た
朴
が
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
容
易
に
往
き
来
が
で
き
な
い
中
で
現

地
の
ス
タ
ッ
フ
達
に
模
写
技
法
や
材
料
特
性
な
ど
を﹁
伝
え
る
﹂た
め
に
制

作
し
た
作
品
も
含
ま
れ
ま
す
︒

今
も
日
本
・
韓
国
を
往
き
来
し
な
が
ら
︑
仏
教
絵
画
の
模
写
・
研
究
に
取

り
組
む
朴
は
︑自
ら
の
手
を
動
か
す
こ
と
で
︑作
品
に
託
さ
れ
た
想
い
に
気

付
き
︑人
や
文
化
の
結
び
つ
き
を
感
じ
︑ま
た
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
と
意
義
を
改
め
て
感
じ
た
と
い
い
ま
す
︒

本
展
展
示
作
品
か
ら
は
︑
そ
の
卓
越
し
た
技
法
や
技
術
と
と
も
に
︑﹁
人
と

人
﹂
が
結
び
・
伝
え
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
も
想
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
︒

伝
え
る

전 승　朴 善 化
Park Sunhwa Exhibition

2023年
1月27日［金］─ 2月12日［日］ 
13時から19時まで
水・木休廊 ／ 入場無料

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩



阿弥陀如来

大勢至菩薩 観世音菩薩

文
殊
菩
薩

金
濠
蔵
菩
薩

普
賢
菩
薩

地
蔵
菩
薩

准
提
菩
薩

除
障
碍
菩
薩

目
健
連

鹿
栴
延
尊
者

燃
樋
物

弥
勒
菩
薩

迦
葉
尊
者

舎
利
佛

展
示
作
品
・
資
料

本
展
に
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
、こ
れ
ま
で
朴
が
携
わ
っ
て
き
た
多

く
の
仏
画
の
保
存
・
修
復
の
機
会
に
際
し
、技
法
・
材
料
の
実
験
を
兼
ね
て

制
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。同
じ
紙
を
藍
で
染
め
る
に
あ
た
っ
て
、刷
毛
染

め
と
浸
け
染
め
の
違
い
や
、染
め
重
ね
る
回
数
に
よ
る
違
い
を
確
か
め
る

た
め
。藍
だ
け
で
染
め
た
も
の
と
紅
を
混
ぜ
た
も
の
に
よ
る
色
合
い
の
出

方
を
確
か
め
る
た
め
。番
手
の
違
う
天
然
岩
絵
具
の
扱
い
に
慣
れ
る
た
め
。

絵
具
を
塗
る
際
の
回
数
に
よ
り
乾
く
ス
ピ
ー
ド
を
確
か
め
る
た
め
。絹
と

紙
の
特
性
の
違
い
を
知
る
た
め
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朴
自
身
の
研
究
・
修

練
の
た
め
で
あ
る
と
と
も
に
、技
法
・
材
料
研
究
の
貴
重
な
サ
ン
プ
ル
で
あ

り
、ま
た
後
進
の
人
材
を
指
導
す
る
機
会
に
は
重
要
な
教
材
と
も
な
る
。

こ
う
し
て
朴
は
自
身
が
描
き
た
い
・
挑
戦
し
た
い
絵
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

往
時
の
絵
描
き
の
技
術
や
想
い
を
知
る
と
と
も
に
、そ
の
実
体
験
や
知
識

を
実
証
資
料
と
と
も
に
後
進
に
伝
え
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

『
妙
法
蓮
華
経
』『
法
華
経
』（
ほ
け
き
ょ
う
、ほ
っ
け
き
ょ
う
）は
、大
乗
仏
教
の
初
期
に

成
立
し
た
代
表
的
な
経
典
で
あ
り
、誰
も
が
平
等
に
成
仏
で
き
る
と
い
う
仏
教
思
想

が
説
か
れ
た
も
の
。本
作
は
ク
ヌ
ギ・
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
集
め
、皮
を
煮
出
し
た
染
液

で
美
濃
紙
を
刷
毛
染
め
し
た
褐
紙
を
使
用
し
て
い
る
。│

07 

大
方
広
仏
華
厳
経 
行
願
品
神
衆
合（
高
麗
時
代
・
一
三
五
〇
年
） 

模
写

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 
三
五 

・ 

七 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

八
三 

・ 

五
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染　

紅
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

紙
を
藍
で
染
め
る
紺
紙
の
濃
度
の
変
化
を
見
る
た
め
、作
品
の
左
半
分
は
藍
の
み
、

右
半
分
は
藍
と
紅
に
よ
っ
て
染
め
ら
れ
て
い
る
。│

08 

大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品
五
三
善
知
識（
高
麗
時
代
・
一
三
五
〇
年
） 

 

部
分
模
写

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
九 

・ 

九 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七
二 

・ 

八
㎝

（
右
か
ら
）

毘
盧
遮
那
佛 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
磨
純
金
泥﹇
堀
金
﹈、紫
紺
）

普
賢
菩
薩
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
磨
純
金
泥﹇
堀
金
﹈、藍
染
）

文
殊
師
利
童
子
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、蘇
芳
）

弥
伽
長
者
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
１
号
特﹇
堀
金
﹈、紫
紺
）

観
自
在
菩
薩
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
１
号
特﹇
堀
金
﹈、藍
染
）

大
天
神
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、ど
ん
ぐ
り
刷
毛
染
）

摩
耶
仏
母
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、紫
紺
）

弥
勒
菩
薩
善
知
識 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、藍
染
）

善
財
童
子
上
根
人 （
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、蘇
芳
）

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
の「
大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品 

五
三
善
知
識
」の
模

写
。『
華
厳
経
』の
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る「
入
法
界
品
」に
は
、善
財
童
子
が
文
殊

菩
薩
に
促
さ
れ
て
悟
り
を
求
め
る
旅
に
出
発
し
、五
三
人
の
仏
道
の
仲
間
・
師
を
訪

ね
て
回
り
、最
後
に
普
賢
菩
薩
の
元
で
悟
り
を
得
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

善
財
童
子
が
訪
ね
た
第
一
番
目
の
善
知
識
は
文
殊
菩
薩
で
あ
り
、そ
の
後
、菩
薩
・
比

丘
・
比
丘
尼
・
長
者
・
良
医
・
優
婆
夷
・
仙
人
・
婆
羅
門
・
国
王
・
夜
天
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
善
知
識
に
出
会
い
第
五
三
番
目
が
弥
勒
菩
薩
、第
五
四
番
目
に
再
び
文
殊
菩
薩
そ

し
て
最
後
に
五
五
番
目
に
普
賢
菩
薩
の
元
で
悟
り
を
得
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
蘇
芳
や
紫
紺
に
よ
る
発
色
や
、藍
の
状
態
の
違
い
や
浸
染
の
回
数
に
よ
る

変
化
を
見
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
法
や
材
料
で
制
作
さ
れ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ

と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。

【
蘇
芳（
す
お
う
）】　
赤
紫
色
系
染
料
。マ
メ
科
の
小
高
木
で
、木
芯
部
分
か
ら
染
料
成
分
と

な
る
ブ
ラ
ジ
レ
イ
ン
が
採
れ
る
。絹
や
麻
布
、和
紙
、木
製
品
な
ど
の
染
色
に
使
用
さ
れ
、染

液
に
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
加
え
る
と
赤
く
発
色
し
、し
ば
ら
く
お
く
と
沈
殿
す
る
。江
戸
時
代
で

は
こ
れ
を
臙
脂（
え
ん
じ
）の
一
種
と
し
て
い
る
。│

09 

大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品（
高
麗
時
代
・
一
三
五
〇
年
） 

模
写

二
〇
二
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
八 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

六
九 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

10 

廣
徳
寺 

阿
弥
陀
如
来
仏（
忠
清
南
道 

天
安
市 

廣
徳
寺
所
蔵
・
朝
鮮
時
代
・一
七
四
一
年
） 

 

現
状
模
写

二
〇
〇
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
一
六 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
九
四
㎝

〔
絵
〕手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈　
〔
裏
打
〕美
濃
紙

天
然
岩
絵
具
、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

韓
国
・
忠
清
南
道
天
安
市
東
南
区
に
あ
る
廣
徳
寺
は
、新
羅
の
善
徳
女
王
の
時
代
・
六

三
七
年
に
慈
蔵
津
師
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
。こ
の
三
世
仏
幀『
阿
弥
陀
如
来
図
』の

│
01 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

十
五 ×

 
﹇
ヨ
コ
﹈ 一
〇 

・ 

八
㎝

藍
絵
具
刷
毛
染　

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

藍
染
し
た
美
濃
紙
に
描
か
れ
た
金
泥
の
線
は
、描
い
た
後
か
ら
メ
ノ
ウ
を
先
端
に
つ
け

た
棒
で
な
ぞ
り
、磨
く
こ
と
で
、本
来
の
金
の
光
沢
が
際
立
た
さ
せ
て
い
る
。

【
紺
紙（
こ
ん
し
）】　
藍(

あ
い)

で
染
め
た
紙
。

【
金
泥
・
銀
泥（
き
ん
で
い・
ぎ
ん
で
い
）と
は
、純
粋
に
限
り
な
く
近
い
金
箔
・
銀
箔
を
粉
末

状
に
し
て
膠
水
で
溶
か
し
た
絵
具
の
こ
と
。ほ
か
に
プ
ラ
チ
ナ
を
用
い
た
白
金
泥
な
ど
も

あ
る
。│

02 

観
音
菩
薩

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
〇 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
〇
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

03 

大
方
広
仏
華
厳
経 

貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図（
高
麗
時
代
・
一
三
三
七
年
）

 

復
元
模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
三 

・ 

四 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七
〇
㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈

「
大
方
広
仏
華
厳
経
」（
だ
い
ほ
う
こ
う
ぶ
つ
け
ご
ん
き
ょ
う
）は
華
厳
経
の
正
式
名
称

で
、す
べ
て
の
も
の
が
毘
慮
遮
那
仏（
び
る
し
ゃ
な
ぶ
つ
）か
ら
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
大

乗
仏
教
経
典
の
ひ
と
つ
。

｢

経
絵｣

と
は
経
典
の
見
返
し
や
本
文
に
描
か
れ
、そ
の
内
容
を
絵
解
き
す
る
絵
画
。

特
に
経
巻
の
巻
頭
に
描
か
れ
た
も
の
を｢

見
返
絵（
み
か
え
し
え
）｣

と
言
う
。

釈
迦
の
死
後
そ
の
弟
子
が
仏
法
を
広
く
伝
播
す
る
た
め
に
釈
迦
の
教
え
を
書
き
写

し
た
写
経
は
イ
ン
ド
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
、以
後
、仏
教
が
広
ま
っ
た
あ
ら
ゆ
る
地
域

で
行
な
わ
れ
、中
国
を
経
て
韓
国
、日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。仏
教
の
教
え
を
広
め
て

い
く
上
で
、写
経
の
持
つ
意
義
は
大
き
か
っ
た
が
、写
経
を
行
う
こ
と
自
体
が
、あ
た

か
も
伽
藍
や
仏
像
を
飾
る
よ
う
に
、荘
厳
供
養
す
る
信
仰
の
活
動
で
あ
る
と
さ
れ
る

側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、墨
書
よ
り
荘
厳
さ
が
増
す
金
泥
や
銀
泥
で
筆

写
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、そ
の
金
色
と
銀
色
を
よ
り
引
き
立
て
て
見

せ
る
た
め
に
、そ
の
基
底
材
に
白
紙
よ
り
高
価
な
紺
紙（
お
も
に
藍
）、紫
紙（
お
も
に

紫
根
な
ど
）、褐
紙（
お
も
に
ド
ン
グ
リ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
）と
い
っ
た
の
染
色
紙
が
使
用

さ
れ
豪
華
版
の
装
飾
経
が
統
一
新
羅
と
高
麗
時
代
を
通
じ
て
流
行
し
た
。│

04 

普
賢
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
二 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
五 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥﹇
堀
金
﹈│

05 

文
殊
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
二 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
五 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥﹇
堀
金
﹈│

06 

妙
法
連
華
経 

第
一（
高
麗
時
代
・
十
四
世
紀
末
） 

模
写

二
〇
一
七
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
四 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

六
一
㎝

褐
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、ク
ヌ
ギ
・
ド
ン
グ
リ
刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
韓
国
東
洋
金
箔
﹈

発
願
文
等
の
画
記
に
よ
る
と
、朝
鮮
時
代
・一
七
四
一
年
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。三
世
仏
は
、釈
迦
牟
尼
・
薬
師
瑠
璃
光
仏
・
阿
弥
陀
仏
を
意
味
す
る
も
の
で
、｢

東

方
・
中
央
・
西
方｣

を
象
徴
し
て
い
る
。三
世
仏
は
一
幅
に
描
く
こ
と
も
あ
る
が
、こ
の 

廣
徳
寺
大
雄
殿
三
世
仏
幀
の
よ
う
に
三
幅
に
分
け
て
描
く
こ
と
も
あ
る
。本
作
は
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
約
二
年
半
の
歳
月
を
か
け
て『
阿
弥
陀
如
来
図
』を
模
写
し
た
も

の
で
、サ
イ
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、画
面
の
剥
落
な
ど
の
状
態
ま
で
模
写
さ
れ
て
い
る
。

│
11 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
七
年
） 

龍
女 

部
分
模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
二 

・ 

三 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
三 

・ 

五
㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂

綿
、鉛
白
な
ど│

12 

修
道
寺 

盧
遮
那
仏
掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
七
〇
四
年
） 

模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 
六
〇 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
八
㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、

群
青
、辰
砂
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、臙
脂
綿
、鉛
白
な
ど

【
辰
砂（
し
ん
し
ゃ
）】　

赤
色
系
顔
料
。朱
沙
、朱
砂
、丹
砂
、丹
朱
と
も
い
う
。古
く
は
天
然

の
純
度
の
高
い
辰
砂
鉱
を
砕
い
て
作
っ
て
い
た
が
、現
在
は
主
に
人
工
的
に
結
晶
化
し
た
硫

化
水
銀
を
粉
砕
し
て
顔
料
に
し
て
い
る
。成
分
は
朱
と
同
じ
で
あ
る
が
辰
砂
は
岩
石
を
粉

砕
し
て
つ
く
る
た
め
粒
子
が
あ
り
、色
味
に
違
い
が
あ
る
。使
用
す
る
と
き
は
皿
に
焼
き
付

け
て
か
ら
溶
き
下
ろ
す
。

【
代
赭（
た
い
し
ゃ
）】　
赤
茶
色
系
の
顔
料
。古
く
は
天
然
鉱
物
の
赤
鉄
鉱（
ヘ
マ
タ
イ
ト
）を

砕
い
て
つ
く
っ
て
い
た
。弁
柄（
べ
ん
が
ら
）と
同
義
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

【
臙
脂
綿（
え
ん
じ
わ
た
）】　

ア
ジ
ア
の
南
方
地
方
に
生
息
す
る
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

分
泌
物
よ
り
抽
出
し
た
色
素
を
顔
料
化
し
て
綿
に
染
み
込
ま
せ
た
も
の
で
、生
臙
脂（
き
え

ん
じ
）と
も
い
う
。日
本
に
は
奈
良
時
代
頃
か
ら
輸
入
さ
れ
、昭
和
初
期
に
は
友
禅
染
や
紅

型（
び
ん
が
た
）染
に
も
用
い
ら
れ
た
。古
来
の
製
造
法
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、貴
重
な
色

料
。

│
13 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
七
年
） 

龍
王 

部
分
模
写

二
〇
一
九
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
一 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
三 

・ 

五
㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙

脂
綿
、鉛
白
な
ど│

14 

釈
迦
三
尊
図 

文
殊
菩
薩（
部
分
）（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
四
年
） 

復
元
模
写

 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵
・
韓
国

二
〇
一
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四
四 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
二
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥
24
Ｋ﹇
東
洋
金
箔
﹈、膠
、天
然
岩
絵
具
、緑
青
、鎌
倉
朱
、胡
粉
、代
赭
、茶

緑
、金
24
Ｋ
、墨
、藍
、臙
脂
綿
な
ど

│
15 

釈
迦
三
尊
図 

釈
迦
如
来（
部
分
）（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
四
年
） 

復
元
模
写

 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵
・
韓
国

二
〇
一
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四
四 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

八
二
・
五
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

膠
、天
然
岩
絵
具
、緑
青
、鎌
倉
朱
、胡
粉
、代
赭
、茶
緑
、金
24
Ｋ
、墨
、藍
、臙

脂
綿
な
ど│

16 

釈
迦
三
尊
図 

普
賢
菩
薩（
部
分
）（
朝
鮮
時
代
・一
七
二
四
年
） 

復
元
模
写

 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵
・
韓
国

二
〇
一
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四
四 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
二
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

膠
、天
然
岩
絵
具
、緑
青
、鎌
倉
朱
、胡
粉
、代
赭
、金
24
Ｋ
、墨
、藍
、臙
脂
綿
な
ど

│
17 

松
廣
寺 

華
厳
経
変
相
図（
朝
鮮
時
代
・一
七
七
〇
年
） 

部
分
模
写

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

四
〇 

・ 

五 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

四
九
㎝

韓
国
の
手
織
絹﹇
韓
国
伝
統
大
学
﹈

藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈（
辰
砂
、白
禄
、緑
青
、

白
群
、群
青
な
ど
）、臙
脂
綿
、丹
、藍
絵
具
、胡
粉
、膠
、墨│

18 

丹
青 

文
様

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

三
七 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

五
〇 

・ 

八
㎝

美
濃
紙
・
藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈

【
丹
青（
た
ん
せ
い
）】　

古
く
か
ら
伝
わ
る
様
々
な
縁
起
の
良
い
文
様
。青
・
赤
・
黄
色
・
白
・

黒
な
ど
５
色
を
基
本
と
し
た
装
飾
美
術
で
、建
築
物
や
仏
画
な
ど
に
描
か
れ
て
る
。

│
19 

竹
林
寺 

世
尊
掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・一
六
二
二
年
） 

復
元
模
写

二
〇
一
七
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

九
八 

・ 

二 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

五
四
㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈（
緑
青
、群

青
、辰
砂
な
ど
）、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、鬱
金
、墨
、臙
脂
綿
、鉛
白
、な
ど

全
羅
南
道・羅
州
市
に
あ
る
縦 

五
一
四×

横 

二
七
五
㎝
に
お
よ
ぶ
掛
仏（
法
会
を
お
こ

な
う
た
め
屋
外
に
掛
け
て
用
い
る
仏
画
）を
お
よ
そ
二
五
％
ほ
ど
に
縮
小
し
た
復
元
模

写
。竹
林
寺
掛
仏
は
、韓
国
に
現
存
す
る
七
〇
数
点
の
掛
仏
の
中
で
最
も
古
い
掛
仏
。

│
20 

法
隆
寺
金
堂
壁
画『
六
号
観
音
部
分
図
』 

模
写

二
〇
二
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

五
三 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

三
九 

・ 

五
㎝

美
濃
紙

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈（
緑
青
、群
青
）、胡
粉
、墨
、古
代
朱
、鎌
倉
朱
、膠
な
ど

一
九
四
九
年
に
火
災
に
よ
り
焼
損
し
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
。本
作
は
そ
の
前
年
の

一
九
四
八
年
に
制
作
さ
れ
た
林
司
馬
氏
に
よ
る
模
写
を
、一
九
六
九
年
に
大
野
俊

明
氏
が
模
写
し
た
も
の
を
さ
ら
に
二
〇
二
一
年
に
朴
が
模
写
し
た
も
の
。

│
21 

平
治
物
語
絵
巻 

六
波
羅
行
幸
巻（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
） 

部
分
模
写

二
〇
〇
一
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

四
一 ×

 
﹇
ヨ
コ
﹈ 一
六
六
㎝

美
濃
紙

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
、鎌
倉
朱
、丹
な
ど
。

『
平
治
物
語
』は
、保
元
の
乱（
一
一
五
六
年
）に
戦
功
の
あ
っ
た
源
義
朝
と
平
清
盛

と
の
勢
力
争
い
に
、藤
原
信
頼
と
藤
原
通
憲（
信
西
）と
の
抗
争
が
か
ら
ん
だ
平
治

の
乱（
一
一
五
九
年
）を
叙
述
す
る
。「
六
波
羅
行
幸
巻
」は
、内
裏
に
幽
閉
さ
れ
た

二
条
天
皇
が
脱
出
を
図
り
、清
盛
の
六
波
羅
邸
に
逃
れ
る
場
面
。

│
① 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
五 

・ 

二 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
〇 

・ 

四
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　
浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

② 

弥
勒
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

二
五 

・ 

二 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

二
〇 

・ 

四
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　
浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

③ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
四 

・ 

三 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

九
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

④ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
七 

・ 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
二 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　
浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑤ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
七 

・ 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
二 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈　

蘇
芳
染　
浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
）﹇
堀
金
﹈│

⑥ 

弥
勒
菩
薩

二
〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七 

・ 

五
㎝

紫
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑦ 

普
賢
菩
薩
・
文
殊
菩
薩 

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

七 

・ 

五
㎝

紫
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

紅
染　

浸
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑧ 

祈
り二

〇
二
〇
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 一
七 

・ 

八 ×
 

﹇
ヨ
コ
﹈ 一
二 

・ 

八
㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈　

浸
染
）

金
泥（
白
金
泥
・
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

⑨ 

丹
青 

文
様

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

十
一 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

十
一
㎝

美
濃
紙
・
藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈│

⑩ 

丹
青 

文
様

二
〇
二
二
年 

／ 

﹇
タ
テ
﹈ 

十
一 ×

 

﹇
ヨ
コ
﹈ 

十
一
㎝

美
濃
紙
・
藍
絵
具﹇
紺
九
﹈

天
然
岩
絵
具﹇
放
光
堂
﹈

展
覧
会
に
つ
い
て

二
〇
一
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
韓
国
全
羅
南
道
松
廣
寺﹁
華
嚴
經
變
相
圖︵
国

宝
３
１
４
号
︶の
模
写
事
業
を
進
め
る
若
き
ス
タ
ッ
フ
達
に
︑模
写
技
法
や

材
料
等
の
指
導
・
助
言
に
当
た
る
機
会
を
得
た
︒ 

し
か
し
︑コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
こ
れ
ま
で
容
易
に
往
き
来
で
き
た
韓
国
が
︑思
い
の
ほ
か
遠
い
存
在
と

な
っ
た
︒

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
︑長
い
年
月
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
や
︑そ
れ

を
支
え
る
技
術
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た

が
︑幸
い
に
も
何
と
か
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
︒

そ
し
て
︑こ
の
希
有
な
経
験
は
︑私
自
身
が
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
え
る
の
か
︑あ
ら
た
め
て
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
︒

本
展
で
は
︑文
化
を﹁
伝
え
る
﹂こ
と
の
難
し
さ
や
意
味
に
つ
い
て
︑自
問
自

答
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
今
回
の
模
写
事
業
に
関
わ
る
作
品
等
を
中
心
に

展
示
い
た
し
ま
す
︒

朴
　
善
化
　

略
歴

朴 

善
化 Park Sunhw

a

| 

略
歴
・
研
究
業
績 | 

二
〇
〇
〇 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）入
学

二
〇
〇
二 

同
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）修
了

二
〇
〇
三 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

入
学

二
〇
〇
五 

同
大
学 

美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

修
了

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

入
学

二
〇
〇
九 

同
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

修
了 

博
士
号
取
得

二
〇
一
三 

京
都
市
立
芸
術
大
学
　
美
術
研
究
科
　
特
任
研
究
員

| 

展
覧
会 | 

二
〇
二
〇 

個
展「
結
ぶ
」（G

allery PARC 

─ 

京
都
）

二
〇
一
九 

個
展「
廻
・
め
ぐ
る
　
朴
善
化
」（
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

─ 

京
都
）　

二
〇
一
八 

個
展「
想
い
　
朴
善
化
」（G

allery PARC 

─ 

京
都
）

二
〇
一
七 

ART FAIR SAPPO
RO
 （CRO

SS H
O
TEL SAPPO

RO
 

─ 

札
幌
）

　  -

　 

時
・
시
간   

朴
善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ 

─ 

京
都
）

二
〇
一
六 

同
時
代･

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
─
開
廊
二
〇
周
年
記
念 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

）

　  -

　 

風･

바
람 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
五 

紡
ぐ （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

　  -

　 

神
戸
ア
ー
ト
マ
ル
シ
ェ･2016 （
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル 

─ 

神
戸
）

　  -

　 
ART BU

SAN
･2016 （ART BU

SAN
 

─ 

韓
国
）

二
〇
一
四 

個
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）　

二
〇
一
三 

ARTSH
O
W

釜
山･2014

年 （ARTSH
O
W

釜
山 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

継
・
전
승 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
二 

藍
の
会 

展 （
津
田
画
廊 

─ 

京
都
）

二
〇
一
一 

記
憶
　
朴 

善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
〇
九 

企
画
展 〔
も
の
〕〔
こ
と
〕〔
わ
ざ
〕の
眞 / 

또
다
른 

眞 

模
写
作
品
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
ソ
ウ
ル
佛
教
中
央
博
物
館 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
通
度
寺
博
物
館 

─ 

韓
国
）

二
〇
〇
二 

ア
ル
ン
展 （
京
都
市
立
美
術
館 

─ 

京
都
）

| 

受
賞
歴 | 

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
同
窓
会
賞
）　『
楊
柳
観
音
図
』「
水
月
観
音
図
」（
大
和
文
華
館

所
蔵
）模
写

二
〇
〇
四 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
奨
励
賞
）　『
五
色
鸚
鵡
図
巻
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）模
写

| 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン | 

二
〇
二
〇 

順
天
市 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
　『
松
廣
寺 

国
宝 

第
３
１
４
号 

華
厳
経
変
相
図
』模
写

　  -

　 

山
下
建
設
株
式
会
社
　『
大
方
廣
佛
華
厳
経 

世
主
妙
厳
品 

五
三
善
知
識
』模
写
・『
牡
丹
図
』

二
〇
一
九 

堀
金
箔
粉
株
式
会
社
　『
大
方
広
仏
華
厳
経
第
四
〇
』復
元
模
写

二
〇
一
八 

株
式
会
社
グ
ラ
ン
マ
ー
ブ
ル
　『
大
方
廣
佛
華
厳
経
　
世
主
妙
厳
品
　
五
三
善
知
識 

』 ・ 『
世

主
妙
厳
品 

変
相
図
　
模
写 

』 ・ 『
妙
法
連
華
経
巻
第
一
　
部
分
模
写
』 

　  -

　 

京
都
王
藝
際
美
術
館
　
文
殊
菩
薩･

普
賢
菩
薩

二
〇
一
七 

順
天
市 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
　『
松
廣
寺 

十
六
祖
師
眞
影
』模
写

二
〇
一
三 

向
日
市 

向
日
神
社
　『
雲
龍
図
』

二
〇
〇
九 

韓
国
ソ
ウ
ル 

佛
教
中
央
博
物
館 『
紺
紙
銀
泥
不
空
羂
索
神
変
真
言
経 

巻
十
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
八 

韓
国 

廣
徳
寺
　『
白
紙
墨
書
妙
法
蓮
華
経
　
巻
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
五 

株
式
会
社
・
京
都
銀
行
　『
紺
紙
銀
泥
大
方
広
仏
華
厳
経
貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図
』模
写


